
 少し古い情報ですが、経済産業省委託事業のデータから、2010年、日本の廃プラスチック排
出量の14.8％、約140万トンが中国に輸出されていたことがわかります。 
 
 
 
最近の動向としては、以下2つの流れが進んでいます。 

配信停止、変更をご希望の方は下記チェックと、右欄をご記入いただき、FAX06-6444-0690へご返信ください。    
□配信中止希望→理由：□不要 □退職 □拠点異動 □部署異動 □その他（                  ）            
□メール版リサイクル通信に変更する   （mail：                                       ） 

本FAXは過去にアミタグループのセミナーに参加された方、 各種サービスのご提供先、お名刺交換させていただいた方等にお送りしております。※本FAX情報サービスはアミタグループ
の個人情報保護方針に従いお取り扱いをいたします。右記ウェブサイトからアミタグループの個人情報保護方針をご確認の上、ご利用ください。http://www.amita-hd.co.jp/privacy.html 
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環境・CSR情報サイト「おしえ
て！アミタさん」の人気記事をご

紹介。他記事はウェブで！ 
 

廃棄物 

関連法Q&A 

中国の廃プラスチック輸入禁止の影響とは？ 今回のテーマ！ 

お問い合わせ・ご質問はこちらまで         

 0120-936-083 
contact@amita-net.co.jp 

■アミタグループ お問い合わせ担当 
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 中国が廃棄物の輸入を規制する動きが加速しています。2017年7月、中国は世界貿易機関
（WTO）に対して、「2017年12月末までに廃プラスチックなどの固形廃棄物について、一
部輸入を禁止する」と通告しました。また、2018年1月には中国の環境省にあたる環境保護
局から固形廃棄物の輸入を規制する新基準が発表され、同年3月1日より施行されることが明
らかになりました。 今後どのような影響があるのでしょうか。 

春といえば何を連想しますか？ 
沢山のイベントがありますが、３月
が決算期にあたる会社が多いため、
「年度末！」という声が聞こえてき
そうです。季節の変わり目と繁忙期
が重なる時期でもありますので、 
ご自愛ください。   担当：高野 
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禁止の対象とその背景 

カテゴリー 税関商品番号 廃棄物の名前 

生活由来の 
廃プラスチック 

3915100000 エチレンの重合体のくず及び切れ端 

3915200000 スチレンの重合体のくず及び切れ端 

3915300000 塩化ビニルの重合体のくず及び切れ端 

3915901000 PETボトル飲料瓶（ベール）を含まないPET破砕屑及び切断屑 

廃PET飲料瓶（ベール） 

3915909000 廃光ディスク破砕料を含まないその他の廃プラスチック破砕屑及び切断屑 

廃光ディスク破砕料 

輸入禁止の影響は？ 

 輸入禁止固形廃棄物のうち、廃プラスチックに関わるものは以下のとおりです。禁止に
至った背景には、経済発展により資源を世界中から集める一方で、廃プラスチックと生活ゴ
ミが分別されないままプレスされたものなど、粗悪・悪質な貨物が大量に輸入され環境汚染
が広がっていることが挙げられます。 

 
 今回の中国の輸出規制も、環境保護や資源循環を強化しようという世界全体の大きな流れの
中で行われるものであり、これらはより広がっていくと考えなければなりません。今後廃プラ
スチックについては買い取り価格の減額や評価の厳密化が考えられ、場合によっては、買い取
りが中止される事があるかもしれません。万が一に備えて処理委託先の複線化を検討しておく
とよいでしょう。自社から発生する廃プラスチックについて、長期的に安定したルートを構築
するためには、国外の動向も掴んでおくことが大事ですね。 

¸ 中国以外のアジアの輸出先を探る流れ 
¸ 国内の資源循環を確保する流れ 

■一部抜粋:中華人民共和国 環境保護部HP「禁止 口固体 物目 」日本語訳：輸入禁止固体廃物目録）」 

 ■参照:一般財団法人プラスチック循環利用協会 
「2015年プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況」 
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3分で 
読む! 

お役立ち情報を毎月3分で読む 
「AMITA のリサイクル通信」  

廃棄物管理の法改正や再資源化に関する情報を、A4  
1枚で月1回お届け。メール版とFAX版が選択できます。 

CSR・廃棄物・環境業務に役立つ 
「おしえて！アミタさんメールマガジン」 

CSR・廃棄物・環境ご担当者様向けに、月2回 
「おしえて！アミタさん」ウェブサイト 
http://www.amita-oshiete.jp/ の最新記事やセミナー
情報などを配信しています。 

いつもアミタのリサイクル通信をご利用いただきましてありがとうございます。 
アミタグループでは現在、CSR・環境業務ご担当者様向けに無料情報サービスを提供させていただき、 
全国延べ35,000 名様にご愛読いただいております。 

【お問い合わせ先】 アミタグループ お問い合わせ担当   0120-936-083     FAX：06-6444-0690 

※ご記入いただいたご連絡先に、事務連絡のほか、当社より各種ご案内(商品・サービス・セミナー等)をさせていただく
場合がございます。また、ご本人の承諾なく、お客様の個人情報が第三者に開示・提供されることはございません。                      
個人情報のお問い合わせにつきましては、 http://www.amita-net.co.jp/privacy.html  をご覧ください。 

ぜひ、 
ご協力ください！ 

重要な 
 お知らせ！ 

いつもご愛読いただき、ありがとうございます!! 
大切な  

お知らせ!! 

担当者様のご変更や、アドレス、ご役職、電話番号などご登録情報のご変更はございませんか？ 
現在の宛先にご変更がございましたら、お手数をおかけいたしますが、WEBサイトもしくは本登録用紙から 
変更内容をお知らせいただきますよう、お願い申し上げます。 

    変更前 変更後 

ふりがな 

貴社名 
    

事業所名 
    

部署名 
    

役職 
    

ふりがな 

お名前 
    

電話番号 
    

FAX番号 
    

E-mail 
    

 

 
追加希望 

 

追加をご希望の媒体がございましたら、チェックを入れてください。 
 □ おしえて！アミタさんメールマガジン  
 □ リサイクル通信メール版をFAX版へ変更。（※FAX番号を忘れずにご記入ください） 
 □ リサイクル通信FAX版をメール版へ変更。（※メールアドレスを忘れずにご記入ください。） 

※担当者様のご変更があった場合、理由を選択してください。 

□退職   □拠点異動（拠点名：             ） □部署異動（部署名：                 ） 
□その他 （                                                    ） 

アミタグループは、皆様のご業務にお役立ていただけるような情報をお届けいたします。 
今後もどうぞよろしくお願いいたします。 
  

WEB からのご変更はこちらから⇒ 
FAXからのご変更は FAX:06-6444-0690 までご返信ください。 

https://business.form - mailer.jp/fms/016b08984828  
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